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研究課題名 梅雨前線帯のメソ対流系の海上における発生・発達機構の解明

研究の概要等 東アジアの湿潤環境下で発生・発達するメソ対流系のなかでも，東シナ海東部海

上の梅雨前線付近で発生するものは，急速に発達し東進して九州西岸に豪雨をもた

らすことがあるため注目されている．また，海上のメソ対流系の水・エネルギー収

．支の解明には下層の水蒸気分布構造の観測がないことから研究が進んでいなかった

本研究は，東シナ海東部海上の梅雨前線付近におけるメソ対流系の発生・発達機構

を航空機観測により明らかにし，雲解像モデルを用いた解析により，水・エネルギ

ー収支までを明らかにすることを目的として以下の研究を行う．

１．気象庁から提供される客観解析データを初期値に用い，雲解像モデルによる

数値予測実験を観測対象領域で行い航空機観測の飛行経路を決定するシステムを開

発する．

２．東シナ海東部海上の，１）下層における，梅雨前線北部での冷気の形成及び

梅雨前線南側での暖湿流の構造とメソ対流系の形成位置，２）上層における，梅雨

前線北部での氷晶雲の形成及び梅雨前線南側での温かい雨のプロセス，について航

空機観測により明らかにする．

３．観測データを解析し，雲解像モデルを用いた数値実験によって東シナ海東部

の海上におけるメソ対流系の発生・発達機構及び水・エネルギー収支を明らかにす

る．
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